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 タブレット端末でデジタルドリル教材が使えるようになりました  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

待望のデジタル教材が使えるようになりました。キーワードは「学びの自立化・個別最適化」。AI（人工知能）が学習者の成績や学習履
歴を分析し，一人ひとりに最適化された学習プランを提示してくれるようになったのです。それが「アダプティブ・ラーニング」です。 
従来は，みんなが同じ内容を同じ順番で学ぶのが一般的でした。テストも宿題も，みんなが同じものを使っていました。しかし，生徒の

理解度や弱点は 1人ひとり違います。そのため一律に提供される課題がその生徒にとって最適であるとは言えませんでした。 
アダプティブラーニングは，個々の学習進捗や解答の正誤情報などを蓄積・分析することで，一人ひとりの理解度や弱点を発見し，それ

ぞれに合った教材や次に学習すべき内容を自動抽出します。文部科学省の「GIGA スクール構想」で，小・中学生に一人 1 台の学習者用
タブレット端末と高速ネットワーク環境などが整備されました。この目的も，一人ひとりの個性に合わせた教育の実現にありました。一人
ひとりに最適化された学びが，教室でも家庭でも提供できる時代になったのです。 
この導入にあたって，本校でも教職員向けのガイダンスを急遽行いました。学習の履歴がグラフィカルに表示されたり，学習を進めれば

進めるほど，学びの「種」から芽が出て成長させていくことができたりする機能もあり，今時のデジタルネイティブな子供たちにピッタリ
のアプリだと感じました。そこで早速，２・３年生の学年朝会でガイダンスを行い，このアプリを家庭でも自学自習に使えるよう，今週末
からタブレットを常時持ち帰らせることにしました。保護者の皆さんにもご家庭でお子さんと一緒にデジタルドリルがどんなものか，実際
に試していただければと思います。 
AI の機能を使った学習者の成績や学習履歴の分析結果は，学校の授業でも大いに活用したい部分です。例えば，単元の学習前には，デ

ジタルドリルを使った「診断的評価」を行い，生徒の実態に応じた指導計画を組み立てて，より効果的な指導をするための準備をします。
授業では，単元を指導する過程で目標の実現状況を捉える「形成的評価」にも活用できます。教師はその結果に応じて，授業における適切
な声かけやフォロー，学習比重の細かい調整などに利用します。単元の目標の実現状況をとらえる「総括的評価」にも活用すれば，その後
の学習に生かすことができます。このようにデジタルドリル教材は，授業においても生徒一人ひとりに個別最適化された学びを進めるため
の教師の役割を支援・強化するものとして，大きな力を発揮します。 
AI の力を借りれば，自分の力に応じた問題が出題され，効果的に学ぶことで着実に力を伸ばしていくことができそうです。自分のペー

スで自分流に学ぶことは，その後の個別最適化された生き方，自分流の生き方にもつながるのでは…，などといろんな可能性を感じていま
す。まずは自分の「種」に芽が出るまで，この週末に取り組んでみて欲しいと思います。 

 １年生へのタブレット端末の配布  
入学から 1 月半が経っても，１年生にだけタブレット端末が配布できない状況が続いています。紫波町全体で保守管理業務が追いつい

ていないようです。そこで先日，教育委員会と相談して臨時的措置に動くことにしました。なんとか不足分を早急に確保し，１年生全員に
配布できるよう動きます。もう少しお待ちいただくようお願いいたします。 
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� ॣ՝ᶞവਮᵼᶮᶘᶱᶹᶼᶏͦࡺҡلᶗ
Ҵᶞᶥᶺᵻᵸᶺܘ

ᴽᵅԉᷬḍḎᶘͦࡺҡلᶗॣ՝ᶞܪ

ᷬḍḎ

ʤࠇᶢᶘᶺᶛثਚᶚҡ᷂ᷕᷭ᷶لᷫ

ᵺᶉᶉᶱΪܪ

� Ե̀ᶛ̔ᶈᶖᲢܪᶙᶲᶏᶑᶞᷬḍḎΪڔ
᳕Ә״܊ᶞᶏᶱᶞܪҡ᳖لᶴ
᳕ઌʍ᷂ᶞᶠᶉᶏᶱᶞҡݎ᷂᳖لा

� ᷬḍḎΪܪᶗ܈ᶺ᷃ࢾᶐમതᶛЈᶉᶻ
ҡݎ᷂لाᶇᲢ߱ᶏᶚΪܪᶞᵽᶓᵻᶁᶛ

ᶰࢾᶺ܈ᶅᶼᶏ͑ाᶛݎᵻᶹࡐࢀ

� ाᶅᶼᶏΠᷩᷜᷫᶴᷬḍḎݎᵻᶹࡐࢀ
ᶚᶙᶞ͑ाᶛ܈ᶺࢾᶰ

Ϊۈښܪ

Ϊܪ൘ථᵻᶹᶔᶮᶊᵽᶛᷤتḆḏḖᷛ

� ᷬḍḎΪܪᶞ൘ථᵻᶹᲢІʛᵸᶏाᶛ
״᷂܊ḆḏḖᷛᶇᶖӘᷤت

� Ϊͧܪᶛ̔ᶈᶖߜ௮ᵼక̱ᶉᶻᶏᶱᲢ
Ϧᶴḅᷤᷚ᷼ḊḖ᷺᷅ᷦᶛࡆॕ

ᶥᶺᵻᵸᶺ

ᴅΪͧܪᶟᲢΪׁᶗΪܪᶇᶏͧᶲЎᶯᶮᶉ

ʃ ʃ
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ՎѴۋᶴܪਣᶗৄᶩΪڸசࣣ̾
� ᶞ߁ᶛஒവᶚ25,000ʂࡐঘΪފ
Ϊצܪ᷂ܝෙᶇᶏࣣΪܪச̾ڸਣ

� ৎЁਘᶗᶿᵻᶺᶴᶉᵴՉٛЯ૧
� ۬߹ᶴ᷇ḌᷜᷫᲢ͜ᶲிᶛܝෙ
� ৄᶩΪܪᶴ̺ѧᶯᶞۋՎѴᶛ

ᷮḈḒ᷇ᷬΪܪச̾ڸਣ for eḌ᷹᷇Ḍḍ

ᷖḂḈᷮᷔᷚḊḖ૧උᶞ᷂ঁࢽഺᵶ

� ७ᵴᷜᷫḍԋېᶞ᷂͜ࡐتᶇᲢ
ীᵽ܈ᶓᶏߌషᶗḒ᷂᷒ᷚᷫԴಆᶱ

� ӵᶺచᶇীᵿᶃᶘᶗ˧֔એഋᶞḍᷝḃᶴ
ଷ̯ᶛϧᶼᶻ

� ᷹ᷰ᷇ᷩ᷆ᶞଷ̯ᶛᶿᶋᶖଷ̯ඹᷗܪᲪᷗᲪᷘḖᷞᷦᷫᷢ᷉Ḗ

Ϊܪ൘ථᶞԒᶗΪᶣᶞᷘ᷇᷒Ḏ৺গ

� Ϊׁᶘ̼৽ᶍᶼᶎᶼᶗΪܪᶇᶏ൘ථᶟ
ԒᶉᶻᶏᶱᲢΪׁᶗΪܪᶇᶏइᵽ᷂
̼৽ᶗ܈ᶺࢾᶰᶃᶘᵼ̸૧

� ᶗܪᶴ͑ाᶞइᵽ᷂̼৽ΪܪҴᶞܘ

̼৽ΪܪḐᷓ᷇Ḗ͜ೌURLᲧ᳕https://ela.kodomo.ne.jp/students᳖
᳹Ϊׁᵻᶹळᶇݎᶅᶼᶏ८ಘchromebookᵻᶹᶲeḌ᷹᷇Ḍḍ̼৽Ϊܪᶨ᷅᷒ᷞᷜᵼ̸૧ᶗᶉᲪ

̼৽Ϊܪᶔᵻᵴᵻᶏ᷏᷇ᷬᲧ᳕https://ela.kodomo.ne.jp/students/top/guide᳖

ᴅḐᷓ᷇ḖIDᲦᷴᷜḒᷬᶞߌషᶟΪׁᵼϹ൛ᶇᶖᵴᶮᶉᲣᶄೀᶚ߈ᶟᲢৎࡴΪׁᶨᵺᶋᵿᶐᶅᵴᲣ

᷸ḌᷦᷚḈ᷎ᷬԉҡلᶗେΪܪ

� ҡ̾ᶄᶘᶛ௰ගᶅᶼᶏ᷸ḌᷦᷚḈԉҡلᶗ
ӵᶺచᶇ܈ᶺࢾᶯᲢঀۑᶞ৺গᶛ

� ᷒᷇ᷝԋېᶗάᶇᶯᶚᵼᶹᵸᶻ
� ிᶚ᷇Ḍᷜᷫᶴ᷂࠘ՓᶚᵼᶹᲢ
ਘᶛ൛᷂ͦ߶ᶱᶻڭ

ᵴᶽᵴᶽ᷎ᷬল
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